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LIFE　LIGHT　LOVE

　
昨
年
七
月
十
八
日
、
こ

の
日
は
夏
を
迎
え
る
よ

う
に
暑
い
一
日
だ
っ
た
。

　「
川
徳
百
貨
店
」（
盛

岡
市
）
最
上
階
の
レ
ス

ト
ラ
ン
を
貸
し
切
っ
て
、

東
北
学
院
か
ら
千
葉
智

則
副
学
長
、
校
友
課
係

長
の
二
名
に
出
席
を
い

た
だ
き
総
勢
四
十
八
名

で
盛
岡
支
部
総
会
が
行

わ
れ
た
。

　
和
気
あ
い
あ
い
の
雰

囲
気
の
中
、
私
、
佐
々
木

　
昨
年
八
月
十
三
日
、

「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
」

（
仙
台
市
青
葉
区
）
に
お

い
て
、
昭
和
五
十
七
年

卒
同
期
会
が
恩
師
の
千

葉
弘
實
先
生
、
壱
岐
洋

治
先
生
を
お
迎
え
し
総

勢
二
十
五
名
で
開
催
さ

れ
た
。

　
当
同
期
会
は
遠
方
に

住
む
同
級
生
が
帰
省
す

る
お
盆
休
み
に
合
わ
せ
、

参
加
し
や
す
い
こ
の
時

期
に
毎
年
開
催
さ
れ
、

今
年
は
名
古
屋
か
ら
参

加
し
た
同
級
生
も
い
た
。

　
司
会
の
桃
井
信
宏
氏

の
開
会
宣
言
、
世
話
人

代
表
鈴
木
弘
氏
の
開
会

あ
い
さ
つ
の
後
、
恩
師

両
名
か
ら
の
心
温
ま
る

　
昨
年
八
月
十
六
日
、

「
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
」
に
お
い
て
、
昭
和
五

十
五
年
卒
同
期
会
が
開

か
れ
、
恩
師
の
千
葉
弘

實
先
生
、
勝
野
雄
大
先

生
、
壱
岐
洋
治
先
生
、
後

藤
和
博
先
生
を
お
迎
え

し
総
勢
二
十
九
名
で
開

催
さ
れ
た
。

　
記
念
撮
影
の
後
、
今

年
ま
で
に
亡
く
な
っ
た

仲
間
に
黙
禱
し
冥
福
を

祈
っ
た
。
そ
の
後
恩
師

の
先
生
方
を
代
表
し
て
、

千
葉
先
生
か
ら
ご
あ
い

さ
つ
を
い
た
だ
き
、
幹

事
の
岸
二
郎
氏
の
乾
杯

の
音
頭
で
会
が
始
ま
っ

た
。
会
も
半
ば
に
な
り

今
回
出
席
さ
れ
た
先
生

方
か
ら
ご
あ
い
さ
つ
を

い
た
だ
き
、
元
気
な
姿

の
司
会
の
も
と
議
事
が

進
み
、
喉
が
渇
い
た
と
こ

ろ
で
懇
親
会
と
な
っ
た
。

　
吉
田
大
輔
新
副
支
部

長
の
開
会
か
ら
始
ま
り
、

同
窓
生
で
あ
る
岩
手
県

復
興
防
災
部
長
の
大
畑

光
宏
氏
よ
り
「
い
わ
て

の
防
災
・
危
機
管
理
」
と

題
し
た
特
別
講
演
を
、

千
葉
副
学
長
か
ら
母
校

の
近
況
報
告
を
い
た
だ

い
た
。

　
佐
藤
克
也
支
部
長
に

よ
る
乾
杯
の
あ
い
さ
つ

か
ら
お
酒
を
酌
み
交
わ

し
た
。

ご
あ
い
さ
つ
を
頂
戴
し

世
話
人
の
大
沼
邦
彦
氏

の
声
高
ら
か
な
乾
杯
の

発
声
で
会
は
ス
タ
ー
ト

し
た
。

　
各
テ
ー
ブ
ル
で
は
懐

か
し
い
思
い
出
話
、
高

校
時
代
の
写
真
を
持
参

し
て
き
た
同
級
生
も
お

り
、
千
葉
先
生
、
壱
岐
先

生
を
交
え
て
の
当
時
の

学
校
生
活
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
、
快
進
撃
を
続
け
る

サ
ッ
カ
ー
部
の
話
な
ど

楽
し
い
時
間
は
瞬
く
間

に
過
ぎ
た
。
最
後
に
参

加
者
全
員
で
記
念
撮
影

の
後
、
硬
式
野
球
部
Ｏ

Ｂ
の
佐
藤
達
也
氏
の
力

強
い
リ
ー
ド
の
も
と
校

歌
斉
唱
と
エ
ー
ル
が
行

を
拝
見
し
た
。
ま
た
、

参
加
し
た
同
級
生
か
ら

も
近
況
報
告
を
含
め
ス

ピ
ー
チ
が
あ
り
、
卒
業

し
て
か
ら
四
十
五
年
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
懐

か
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
た
。

　
中
締
め
と
し
て
、
応

援
団
Ｏ
Ｂ
の
峯
岸
英
彦

氏
の
リ
ー
ド
で
校
歌
斉

唱
、
エ
ー
ル
が
行
わ
れ
、

来
年
の
再
会
を
誓
っ
て

散
会
し
た
。

〈
幹
事
　
丸
山
一
志
〉

　東北学院同窓会相馬支部総会及
び懇親会を、昨年8月30日、相馬
市内の「ヒルトップＮリゾート福
島 •フェリーチェ」を会場として、
ご来賓の皆さまや同窓生30名の
出席のもと盛会に開催しました。
　相馬支部総会では、遠藤正一支
部長（昭49経経卒）があいさつし、
東北学院同窓会事務局を担当して
いる校友課長からご祝辞をいただ
いた後、菊地三起郎氏（昭50文英
卒）の議事進行のもと提案された
全議案（追加提案含む）が可決 •
承認されました。
　役員改選では、野坂豊樹副支部
長を新支部長に選出することも含
めた役員候補者と、遠藤正一支部
長を顧問に推薦する追加提案も含
め、満場一致で承認されました。
　引き続き、相馬支部の今野智雄
理事（昭56経経卒）と伊藤修久氏
（昭62法法卒）のユーモアあふれ
る司会進行のもとで和やかに懇親
会が進行、河村昭男理事（昭47工
機械卒）の開会あいさつ、遠藤支
部長のあいさつ、そして、ご来賓
の東北学院大学の平野幹雄学務部
長から、母校の近況報告も含めて
ご祝辞をいただきました。
　その後、ご来賓の皆さまをご紹
介し、懇親会の乾杯を鈴木博理事
（昭43経経卒）より声高らかにご

発声をいただき、ご来賓の皆さま
と出席された同窓生が学生時代や
母校の思い出話に花を咲かせて
楽しく親交を深めながら懇談しま
した。
　懇親会では、東北学院大学在学
中に日本の伝統的な楽器・尺八の
音色に魅了され「邦楽部」に入部
し、定期演奏会や施設訪問などに
積極的に参加され、現在は師範と
して活躍されている菊地三起郎氏
から身近な曲も含めて尺八の演奏
をご披露いただきました。
　また、「お楽しみ抽選会」を池田
精一理事（昭54経経卒）と今野
氏、伊藤氏の進行により開催。豪
華景品の当選者が決まるたびに、
当選者が満面の笑顔で喜びのコ
メントをユーモラスに発表するな
ど、会場の雰囲気は和気あいあい
とし、楽しい環境の中で進行しま
した。
　最後に、東北学院大学応援団出
身の遠藤支部長のリードにより、
参加者全員が会場内で肩を組みな
がら一つの輪になり、声高らかに
「東北学院校歌」を斉唱しました。
　橘川茂男理事（昭53経経卒）よ
り懇親会の閉会のあいさつをいた
だき、2年後の再会を約束し、楽し
く過ごした懇親会を閉会しました。

〈事務局〉

　
昨
年
八
月
二
十
二
日
、

厳
し
い
暑
さ
が
続
く
中
、

「
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス

仙
台
国
分
町
」
に
お
い

て
、
一
昨
年
に
続
き
宮
城

県
宅
地
建
物
取
引
業
協

会
（
宮
宅
建
）
Ｔ
Ｇ
会
第

十
七
回
通
常
総
会
・
懇

親
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
総
会
で
は
昨
年
度
ま

で
を
含
め
、
そ
れ
以
降

の
審
議
に
つ
い
て
、
事
業

報
告
、
収
支
決
算
報
告
、

ま
た
事
業
計
画
（
案
）

な
ど
、
五
つ
の
議
案
を

審
議
し
て
、
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
総
会
は
閉
会

し
た
。

　
引
き
続
き
同
会
場
に

て
懇
親
会
が
行
わ
れ
、

ご
来
賓
と
し
て
、
森
山

博
同
窓
会
会
長
、
法
学

部
長
の
宮
川
基
教
授
、

そ
し
て
校
友
課
長
の
ご

臨
席
を
い
た
だ
き
、
公

益
社
団
法
人
宮
城
県
宅

地
建
物
取
引
業
協
会
か

ら
佐
々
木
正
勝
会
長
は

じ
め
、
副
会
長
の
木
川

田
明
弘
氏
、
同
じ
く
副

会
長
の
大
場
俊
之
氏
に

も
ご
臨
席
を
賜
る
中
、

粟
野
眞
宮
宅
建
Ｔ
Ｇ
会

会
長
よ
り
Ｔ
Ｇ
会
発
足

以
来
、
こ
れ
ま
で
の
活

動
に
対
す
る
ご
指
導
ご

支
援
に
感
謝
す
る
発
言

が
あ
っ
た
。

　
続
い
て
森
山
同
窓
会

会
長
よ
り
、
こ
れ
ま
で

の
同
窓
会
活
動
は
じ
め
、

同
窓
会
の
更
な
る
発
展

に
努
力
し
て
参
り
た
い

と
の
お
言
葉
が
あ
り
、
続

い
て
宮
川
法
学
部
長
よ

り
、
宮
宅
建
Ｔ
Ｇ
会
と

し
て
大
学
に
協
力
し
た

宅
地
建
物
取
引
士
試
験

対
策
講
座
開
催
へ
の
御

礼
な
ど
含
め
た
ご
あ
い

さ
つ
が
あ
り
、
併
せ
て
、

佐
々
木
会
長
か
ら
、
当
Ｔ

Ｇ
会
の
益
々
の
発
展
を

祈
念
い
た
し
ま
す
と
の

祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

　
ま
た
、
一
昨
年
よ
り
公

益
社
団
法
人
全
日
本
不

動
産
協
会
宮
城
県
本
部

か
ら
小
林
英
樹
本
部
長

は
じ
め
四
名
の
皆
さ
ま

に
ご
出
席
を
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
、
心
か
ら

感
謝
い
た
し
ま
す
。
そ

し
て
懇
親
会
の
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
で
は
多
く
の
景

品
が
用
意
さ
れ
、
盛
り
上

が
り
は
格
別
で
あ
っ
た
。

　
　 

〈
粟
野
　
眞
〉

同
窓
会

東

北

学

院

盛
岡
支
部

宮
城
県
宅
地
建
物

　
　
　
　
取
引
業
協
会
Ｔ
Ｇ
会

東
北
学
院
高
等
学
校

　
　
昭
和
五
十
七
年
卒
同
期
会

東
北
学
院
高
等
学
校

　
　
昭
和
五
十
五
年
卒
同
期
会

わ
れ
、
来
年
の
再
会
を

全
員
で
約
束
し
散
会
と

な
り
、
二
次
会
会
場
に

向
か
っ
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、

東
北
学
院
同
窓
会
よ
り

ご
厚
志
を
賜
り
同
期
会

一
同
心
か
ら
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

〈
幹
事
　
平
野
研
一
〉

　
年
に
二
回
の
同
窓
会

で
あ
る
。
前
回
お
会
い
し

た
顔
や
初
め
て
お
話
す

る
顔
が
宴
会
場
の
テ
ー

ブ
ル
を
囲
み
、
そ
し
て
美

味
し
い
料
理
が
会
話
を

よ
り
一
層
楽
し
ま
せ
た
。

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間

が
過
ぎ
、
千
葉
俊
祐
新

副
支
部
長
に
よ
る
あ
い

さ
つ
で
閉
会
と
な
っ
た
。

当
日
は
、
二
十
代
が
五
名
、

女
性
が
三
名
参
加
と
な

り
、
こ
れ
は
田
中
大
作
事

務
局
長
を
は
じ
め
役
員

の
尽
力
に
よ
る
も
の
で
、

盛
岡
支
部
に
だ
い
ぶ
明

か
り
が
み
え
る
。

　
盛
岡
に
は
も
っ
と
同

窓
生
が
い
る
は
ず
で
、
こ

の
雰
囲
気
を
ぜ
ひ
味
わ
っ

て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
の
は
、
こ
の
盛
岡
支

部
と
い
う
機
会
を
作
っ

て
い
た
だ
い
た
先
輩
方

に
感
謝
で
あ
る
。

〈
副
支
部
長
　
佐
々
木
克
也
〉

相　馬　支　部相　馬　支　部


